
DPｄ療法（ダラキューロ＋ポマリスト＋デキサメタゾン） 

適 応 疾 患 ：多発性骨髄腫 

1 コースの期間 ： 4 週間       上限コース回数 ： なし 

Rp. 薬剤 投与量 投与経路 投与速度、時間
1 カロナール錠 400ｍｇ 内服 ダラキューロ投与1時間前に
ベポタスチンべシル酸OD錠 10ｍｇ
キプレスOD錠 10ｍｇ

2 レナデックス錠 40ｍｇ 内服 ダラキューロ投与1時間前に
（75歳以上は20ｍｇに減量）

3 ダラキューロ 15ｍL 皮下注射 3-5分
4 ポマリストカプセル 4ｍｇ/day 内服  

1-2コース目

Rp. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
1 ↓ ↓ ↓ ↓
2 ↓ ↓ ↓ ↓
3 ↓ ↓ ↓ ↓

4 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
3-6コース目

Rp. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
1 ↓ ↓
2 ↓ ↓ ↓ ↓
3 ↓ ↓
4 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

7コース目以降

Rp. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
1 ↓
2 ↓ ↓ ↓ ↓
3 ↓
4 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

day

day

day

 

投与順序  1 → 2 → 3 → 4 

 

投与基準 

＜減量・休薬基準＞ 

ダラキューロ： 

Ｇｒａｄｅ3 のｉｎｆｕｓｉｏｎ ｒｅａｃｔｉｏｎが３回発現した場合は本剤の投与を中止すること。 

Ｇｒａｄｅ4 のｉｎｆｕｓｉｏｎ ｒｅａｃｔｉｏｎが発現した場合は本剤の投与を中止すること。 

 

ポマリスト： 

血小板減少：血小板数２５０００／μＬ未満に減少；５００００／μＬ以上に回復するまで本剤を休薬し、再開は休薬前

の投与量から１ｍｇ減量すること。再開した後に再び発現した場合も同様とし、１ｍｇに減量した後に再び副作用が発現し

た場合には、本剤の投与を中止すること。 

好中球減少：好中球数５００／μＬ未満に減少又は発熱性好中球減少症（好中球数が１０００／μＬ未満でかつ１回で

も３８．３℃を超える発熱又は好中球数が１０００／μＬ未満でかつ１時間を超えて持続する３８℃以上の発熱）；１０００／

μＬ以上に回復するまで本剤を休薬し、再開は休薬前の投与量から１ｍｇ減量すること。再開した後に再び発現した場合

も同様とし、１ｍｇに減量した後に再び副作用が発現した場合には、本剤の投与を中止すること。 



皮疹：Ｇｒａｄｅ３の皮疹；Ｇｒａｄｅ１以下に回復するまで本剤を休薬し、再開は休薬前の投与量から１ｍｇ減量すること（な

お再開は、患者の状態に応じて判断すること）、再開した後に再び発現した場合も同様とし、１ｍｇに減量した後に再び副

作用が発現した場合には、本剤の投与を中止すること。 

Ｇｒａｄｅ４の皮疹又は水疱形成；本剤の投与を中止すること。 

前記以外のＧｒａｄｅ３の副作用又はＧｒａｄｅ４の副作用；Ｇｒａｄｅ２以下に回復するまで本剤を休薬し、再開は休薬前の

投与量から１ｍｇ減量すること。再開した後に再び発現した場合も同様とし、１ｍｇに減量した後に再び副作用が発現した

場合には、本剤の投与を中止すること。 
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